
精華町における浸水対策の推進（防災・安全）（第３期） ○
平成31年度　～　平成35年度　（5年間） 精華町

都市浸水対策を実施すべき区域の面積のうち、概ね10年に1回程度発生する規模の降雨に対して安全であるよう下水道整備が完了
している区域の面積の割合。
下水道による都市浸水対策達成率（%）
 =（概ね10年に1回程度発生する規模の降雨に対して安全であるよう下水道整備が完了した区域の面積(ha)）
　　/571ha（＝都市浸水対策を実施すべき区域の面積(ha)）

Ａ　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 策定状況

1-A1-1 下水道 一般 精華町 直接 965 －

1-A1-2 下水道 一般 精華町 直接 920

1-A1-3 下水道 一般 精華町 直接 983 －

合計 2,868

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 策定状況

合計 0 －

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35
合計 0

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35

合計 0

（参考様式２）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金） 平成31年1月28日

計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

集中豪雨の多発や都市化の進展に伴う被害リスクの増大に対し、浸水被害を実施することにより、水害に強い安全・安心なまちづくりを推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

・下水道による都市浸水対策の達成率を９０%(H31)から９２%(H35)に増加させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H31当初） （H33末） （H35末）

90.0% 90.0% 92.0%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
2,868 百万円 Ａ 2,868 百万円 Ｂ － Ｃ 0 百万円

全体事業費
（百万円）

Ｄ 0 百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

精華町精華町

九百石川排水区（浸水対策） 排水路 □1800×1700 L=62m 精華町

交付対象事業

事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

堀池川排水区（浸水対策）

番号 事業者 要素となる事業名

費用便益比

事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

精華町

排水路 □3300×3300 L=650m

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

費用便益比

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者

精華町 九百石川排水区（浸水対策） ポンプ場　ポンプ増設　2基 精華町



（参考様式３）参考図面（防災・安全交付金）

計画の名称 精華町における浸水対策の推進（防災・安全）（第３期）

計画の期間 平成31年度　～　平成35年度　（５年間） 精華町交付対象

      凡       例 

 

            事業計画区域 

 

            既設路線 

 

             ポンプ場 

 

N 
 

1-A1-1 基幹事業 Ｌ＝62ｍ 

1-A1-2 基幹事業 2基 

1-A1-3 基幹事業 Ｌ＝650ｍ 

凡       例 

 
               事業計画区域 

 
               既設路線 
 

               ポンプ場 
 
               整備路線 

N 
 


